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研究業績データベース 講座用IDでできること

★ 講座概要など部署の情報を入力できます

★ 所属研究者の業績（学術雑誌・著書・学会発表）
を代行して入力できます
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研究業績データベース ログイン画面へ

大学 法人イントラネット 図書館ホームページ（学内）

研究業績データベースは以下のページからアクセスできます。

研究業績データベース ログインページ

URL : https://gyoseki.twmu.ac.jp/twmap/P300



研究業績データベースへのログイン方法

ユーザーID/パスワードについて

研究業績データベースの講座用（代行入力用）ID/PWは、データ
ベース発足時に各部署の責任者宛にお知らせいたしました。
ID/PWが不明な場合は、業績データベース作業部会事務局まで
お問い合わせください。
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ユーザーIDを入力
パスワードを入力

「ログイン」をクリック

研究業績基準

業績として登録する
研究成果の種類が
わかります。

入力マニュアル
ダウンロードできます。
ご利用ください。

最近のお知らせを
掲載しています。



メインメニュー

研究業績データベースを終了するには

終了するには、画面左上の「ログオフ」をクリックするか、画面右上の「×」印を
クリックして、画面を閉じてください。

事務局からのお知らせ、
マニュアル等があります。

※一定の時間、操作が行われないと自動的にセッションが切れます。
ご注意ください。
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個人業績を
代行入力
する画面へ
→p.10-22

講座情報の
編集画面へ
→p.6-9

パスワードが
変更できます。

講座情報の
データをダ
ウンロード
できます。
→p.23

画面のヘルプ
を表示します。



英語ページについて

公開ページ右上の「English」をクリックすると表示が英語ページに切り替わります。

「講座概要」など

「著書」「学術雑誌」「学会発表」

「英訳欄」に入力しないと、英語ページ
に切り替えた際、原語欄（日本語な
ど）が表示されるなど、きちんと表示さ
れません。

個人ページでは業績自体公開されな
くなるため、英語ページに切り替えた
際、表示される業績件数が減ります。

和雑誌が正式な欧文誌名を併せ持つ
場合は、雑誌名をローマ字書きし

イコールを入れ、欧文誌名を入力して
ください。
例） Nihon Ishikai zasshi = Journal of  

the Japan Medical Association

ない場合は雑誌名をローマ字書きし
てください。

※独自に翻訳しないようお願いします。

入力画面の「英語ページ」の欄に
入力しないと、英語ページに切り
替えた際、空欄になります。
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日本語ページ

英語ページ



業績年報 編集画面

入力項目の一覧です。
各項目をクリックして
情報を入力します。

過去の講座概要を新しい年度に
コピーすることができます。
＊新年度の講座概要が未入力の
場合、4月1日に前年度の概要が
自動的にコピーされます。

事務局からのお知ら
せを受け取るメール
アドレスを登録します。

XXXX ●●●学

講座用IDで入力すべきこと＞
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代表者 アドレス：代表者(部署責任者）のメールアドレスは必ず登録してください。
主担当者アドレス：責任者のアドレス以外にもメールを受信したいアドレスがありましたら

追加してください。

◆メインメニュー



業績年報の編集【講座概要～当該年度の主催学会・研究会】

＊必須項目
「講座概要」
「当該年度の研究費受入状況」
未入力でも公開ページの項目として
必ず表示されます。

入力する項目を
クリックします。

「新規登録」で
入力画面を
開きます。

講座用IDで入力すべきこと＞

＊

＊

項目の入力が
終わったら
「登録」します。

XXXX ●●●学
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〇△□科



XXXX ●●●学

業績年報の編集【受賞学術賞・社会における活動】

講座の所属研究者が登録し、公開を許可しているデータを検索して講座ページで
公開することができます。
また、データを新規登録することもできますが、講座用IDで登録したデータは個人
のページには反映されません。

講座用IDで入力すべきこと＞

年度を選び、業績検索
をクリック

＊ 所属研究者が入力したデータを公開する方法

XXXX ●●●学 講座ページで公開する
データにチェックを入れ
「登録」します。
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翌日講座の公開ページに反映されます。

教員太郎 ○○○○学会研究奨励賞

教員一郎 ○○○研究助成課題募集 最優秀賞



業績年報の編集【受賞学術賞・社会における活動】

＊ 新規登録して講座ページで公開する方法
講座用IDで登録したデータは個人のページには反映されません。

「新規登録」をクリック

講座用IDで入力すべきこと＞

必要事項を入力して、
「登録」します。

翌日講座の公開ページに反映されます。

XXXX ●●●学
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教員一郎 第42回日本○○○学会 腎移植 司会

教員一郎 ラジオ○○ 医学講座「腎不全について」



個人業績の代行入力について

◆代行入力の流れ

所属研究者の業績のうち、「学術雑誌」「著書」「学会発表」は講座IDを
使って代行で入力し個人業績に反映することができます。

※個人業績は、第一著者の登録が大原則です。
（第一著者が学外者等の場合には、学内の共著者が登録します。）

業績検索

→p.12,22

業績DB内
に同じ
業績あり

医中誌
PubMedに
業績あり

データ作成 →p.16

講座・学内研究者の紐付け

→p.19

Yes

No

No

Yes

選択（インポート）

登録

個人業績（学術雑誌・著書・学会発表）の代行入力 ＞
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XXXX 講座名

業績 一覧画面

データ入力の際、「確認済」に
チェックを入れることで、一覧の
確認済欄に「★」がつきます。
どのデータの作業・確認が終了し
たのかが分かります。
＊確認は一括でも行えます。
＊公開可否とは関係ありません。

メインメニュー

個人業績（学術雑誌・著書・学会発表）の代行入力 ＞

画面に表示しているデータを
ダウンロードできます。
形式を選べます。

★

「外部DBからの取り込み」

「新規登録」から新しい
データを登録します。

「変更」で

データの内容
を修正します。

表示するデータを
発行年度で指定
できます。
（各年または全年度） 講座名が表示

されます。

外部データベースからダウンロードされ編集作業が完了していないデータ。
適宜紐づけ、修正等おこなってください。→ p.19
（編集作業前でも、講座業績として公開されるので早めに編集を完了させてください。）

・研究者個人が登録し関連講座を紐づけているデータ。
・講座用IDで登録し編集作業が完了しているデータ。個人に紐づけている場合は、個人
ページへ反映されます。

※セルの背景色について

は公開済の
マークです。
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「著書」「学会発表」の一覧画面も同じです。

現在この項目は
使用していません。

研究者個人が文献
管理に使う項目なの
で、講座用IDでは
使用しません。



①学術雑誌（A）＞外部DBからの取り込み（B）＞PubMedまたは医中誌にチェック（C） ＞
PMIDやDOIまたは医中誌文献番号を入力して検索します（D）

業績検索
外部データベース(PubMed・医中誌)からの取り込み

◆PubMedの場合：PMIDまたはDOIを確認する

事前にPubMedまたは医中誌で該当の業績を検索しておきます
＊PubMedは「学術雑誌」のみ取り込み可能です。

A

◆医中誌の場合：医中誌文献番号を確認する ※最新の文献の場合はp.24参照

PMID・医中誌文献番号またはDOIを入力して検索

●●●●(医中誌文献番号)
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個人業績（学術雑誌・著書・学会発表）の代行入力 ＞

B

C

D

●●◆◆

著者名で検索し
まとめて取り込む
こともできます。
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【本システム】
該当の業績が、既に業績データベース
に登録済みの場合に表示されます。

登録したい業績を選択

②登録したい業績を下のチャートを参考に選択（E）＞「登録」ボタンをクリックします（F）

【外部データベース】
PubMedまたは医中誌に登録されて
いるデータが表示されます。
こちらのみに表示される業績は業績
データベース未登録です。

個人業績（学術雑誌・著書・学会発表）の代行入力 ＞

◦本システムのみ表示される
◦本システム・外部データ
ベース共に表示される

外部データベース
のみに表示される

本システム・外部
データベース共に
表示されない

関連講座に自身の
講座が紐づいて

<講座の業績として登録済>

学内研究者の紐づけ
など編集が必要か確認

本システムの業績を
選択して「登録」

＜業績が未登録の状態＞

外部データベースの
業績を選択し「登録」 検索条件を変更し

再検索して
目的の業績が

作業完了

業績一覧画面から
「新規登録 」(p.16)

本システムの業績の内容を
「参照」で確認

学内研究者の紐づけ
など他にも編集が
必要か確認しておく

➊または➋の
チャートを参照

検索した結果、業績が

いない

いる

必要ない

必要ある

あるない

【参照】
書誌事項等、詳細情報
が確認できます。

F

E

➊ ➋ ➌



ピンク色の業績の「変更」ボタンをクリックした際、同じ業績とみなされる業績が既に
登録されている場合には、以下の様な重複時のメッセージが上部に表示されます。
業績データを重複登録すると、大学全体の正確な業績数が出せませんので必ず
内容を確認してください。

③業績一覧から、登録した業績の「変更」をクリックし編集画面を開きます(G)

重複時のメッセージが表示されない場合は業績の編集へ進んでください。 →p.16

登録したい業績を選択

本システムから取り込んだ業績は青色で表示されます。編集が必要な場合は「変更」をクリックし、
編集してください。
外部データベースから取り込んだ業績はピンク色で表示され、登録は完了していません。
変更をクリックし、編集して可能な限り早めに登録を完了してください。

全年度にするとすべての登録業績が表示されます。
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個人業績（学術雑誌・著書・学会発表）の代行入力 ＞

G

下記の重複時のメッセージが表示された場合はp.15へ進んでください。
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個人業績（学術雑誌・著書・学会発表）の代行入力 ＞

＊ 重複時のメッセージが表示されたら

重複時のメッセージが表示された場合は
必ずこちらをクリックして確認してください

以下の項目で重複チェックを行っています。
学術雑誌：「表題」の先頭7文字、「発行年月」「掲載ページ」

著書：「書名」の先頭7文字、「発行年月」
学会発表：「発表タイトル」と「会議名」の先頭7文字、「発表年月日」

❶ メッセージ中の「対象業績の一覧はこちら」 (H)をクリックする

❷ 「条件に該当する業績」を「選択」(J)し、同一の業績か内容を確認する
※「条件に該当する業績」はデータベースにすでに登録されている業績です。
※重複時のメッセージが表示されても、一部項目が一致するのみで、同じ業績ではない
場合もあります。

❸ 【p.14 「変更」ボタンから業績を選択した場合】
・登録したい業績と同一(重複)の場合は、(J)を選択したまま編集画面へ進む。→p.16
・異なる場合は、 「新規登録を試みている業績」 を「選択」（I）して編集画面へ進む。→p.16

【p.16 「新規登録」ボタンから業績を手入力で作成した場合】
・登録したい業績と同一(重複)の場合は、(J)を選択したまま編集画面へ進む。→p.16
・異なる場合は、 「新規登録を試みている業績」 を「選択」（I）し再度「登録」を押して完了。

H

I

J

業績データを重複登録すると、大学全体の正確な業績数が出せませんので
必ず確認してください。



業績データ 手入力作成・編集

手入力作成：検索しても該当の物が見つからない場合は、「新規登録」でデータを
直接入力してください。

編 集：外部データベースから取り込んだデータ、登録済みのデータを編集して
ください。

個人業績（学術雑誌・著書・学会発表）の代行入力 ＞

入力データのサンプル
を表示します。

「新規登録」の際、ここ
から業績データベース
内のデータを再検索す
ることができます。

「新規登録」画面での
業績検索については
p.22へ

データ入力部分

「説明」をクリックすると、
該当項目の解説が表示
されます。

＊印は必須項目です。
必ず入力、もしくは値を
選択して下さい。未入力
の場合登録できません。

データ入力後、「登録」してください。

※手入力作成の場合は「登録」
ボタンをクリックした際、同じ業績
とみなされる業績が既に登録され
ていると、上部に重複時のメッ
セージが表示されます。（p.15）

・・・

◆業績 一覧画面

「論文種別」は正確に選択
してください。

④入力画面で業績データの手入力作成・編集を行います
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掲載誌名の入力候
補を表示できます。

頭文字をクリックする
か（洋雑誌のみ）、
誌名の一部を入力し
て「検索」してください。

該当する雑誌名を
クリックしてください。
「掲載誌名」欄に入力
されます。

ISSNコードは必須です。入力がない場合はインパ
クトファクターの算出ができません。
ISSNコードがない場合は「ISSNコード無し」欄を
チェックしてください。

＊ ISSN 
(International Standard Serial Number)
雑誌につけられている8桁の固有の番号。

掲載誌名は「参照」ボタンから検索できます。（検索されない場合には、
直接入力してください。）

学術雑誌 掲載誌名

個人業績（学術雑誌・著書・学会発表）の代行入力 ＞
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和雑誌が正式な欧文誌名を併せ持つ
場合は、雑誌名をローマ字書きし

イコールを入れ、欧文誌名を入力して
ください。
例） Nihon Ishikai zasshi = Journal of  

the Japan Medical Association

ない場合は雑誌名をローマ字書きし
てください。
※独自に翻訳しないようお願いします。



学術雑誌 DOIコード・詳細情報

DOIコードは入力必須項目ですので必ず入力してください。
電子情報がある場合、「DOIコード以外の・・・」をチェックすると
各種文献番号の入力欄が開くので、該当の項目に入力してください。

✓

←医中誌など

個人業績（学術雑誌・著書・学会発表）の代行入力 ＞
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←PubMed



講座・学内研究者の紐づけ

⑤講座および個人の業績としてデータを公開するために、データの紐づけを
します

個々の業績に対して、どの講座の業績か、またどの個人の業績か、という
印をつけていく作業のことです。

紐づけとは

Point!
紐づけをすると、学内での共同研究の場合には、ひとつ
の業績データを共有できるので
重複して業績データを入れる必要がありません。

個人業績（学術雑誌・著書・学会発表）の代行入力 ＞

XXXX000 ○○○科

講座が表示されていることを
確認して「登録」してください。

学内他部署に所属する
共著者がいる場合、
共著者の所属部署を選
択し、追加してください。

講座の紐づけ

紐づけの方法

「関連講座」の項目

※本学以外での個人業績は、「関連講座」を空欄にして登録してください。

※自身の講座は既に紐づけられています
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20

追加した氏名が表
示されていることを
確認してください。

「研究者の追加」から著者を
検索し、追加してください。
学内共著者がいる場合、
共著者も追加してください。

◆◆◆

✓

検索語を入力し
「検索」します。

該当者を選択し
「追加」します。

学内研究者の紐づけ

「著者・共著者」の項目

「著者・共著者リスト」
にも同時に追加され
ます。

「所属講座」で検索すると、
講座に所属する学内研究者の
一覧が表示されます。
追加したい研究者の所属が
同じ場合など便利です。

個人業績（学術雑誌・著書・学会発表）の代行入力 ＞



21

著者・発表者の入力

必ずチェックしてください。講座公開ページの
「当該年度研究業績数一覧表」に反映されます。

学術雑誌 学会発表

著者名の順番を
変更できます。

「著者・共著者リス
ト」に表示されてい
る著者名を公開用
ページ入力欄に
コピーできます。

この欄の著者名が公開ページに
表示されます。論文に表示されている
順に記載してください。

以下の記号を入力してください。
[学術雑誌] 氏名の後

1st Author †（ﾀﾞｶﾞｰ）
Corresponding Author *（ｱｽﾀﾘｽｸ）

[学会発表] 氏名の前
演者 ◎（二重丸）

学外の著者名も
入力してください。

◆ ◆ 注意 ◆◆

言語種別が「英語」であるにもかかわらず
「研究者の追加」を行うと、「著者・共著者リ
スト」欄に日本語の氏名が追加される場合
があります。
ローマ字で入力しなおしてください。

⑥個人の紐づけ後、「著者・共著者」（発表者・共同発表者）の項目を編集します

⑦項目を入力したら最後に「登録」ボタンをクリックして完了です

※手入力作成の場合は「登録」ボタンをクリックした際、同じ業績とみなされる業績が既に
登録されていると、上部に重複時のメッセージが表示されます。 （p.15）

個人業績（学術雑誌・著書・学会発表）の代行入力 ＞



新規登録画面での業績検索

学術雑誌など＞新規登録＞検索語を入力して「業績検索」ボタンをクリックします。

＊検索結果の表示は100件まで。

入力内容を確認・編集後、ページ下の
「登録」ボタンを押すと、講座、研究者の
ページに業績として反映されます。

講座・所属研究者が紐づけされている
か、内容に誤りがないかも確認してくだ
さい。→p.16～

※元のデータが修正されますので
編集は注意深く行ってください。

・・・

「新規登録」ボタンから業績を入力する際(p.16)重複登録を避けるために、既に

登録されている業績データを検索することができます。業績データを重複登録す
ると、大学全体の正確な業績数が出せませんので、ご注意ください。

関連講座には自身の講座が
自動入力されます。

上部に研究業績データベース
に登録済みのデータが
表示されます。

「選択」すると入力画面に内容
が表示されます。
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XXXX000 ○○○科

個人業績（学術雑誌・著書・学会発表）の代行入力 ＞

●●● ◆◆◆



データダウンロード

ダウンロード形式を
選択し、対象範囲を
指定します。

指定した形式（テキスト・EXCEL）
でダウンロードできます。

ＸＸＸＸ000  : ●●●学

ファイル形式や範囲を選び、講座情報をダウンロードできます。
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◆メインメニュー



◆ 登録した項目は翌日公開ページに反映されます。

◆ 入職前の業績を登録したい
東京女子医科大学に入職する前の業績を登録する場合は
「関連講座」欄を空欄にして入力してください。

＜問合せ・連絡先＞

業績データベース作業部会事務局 （図書館内）
mail : gyoseki.bi@twmu.ac.jp

◆ こんな活動は？
以下のような活動は「学術雑誌」「著書」「学会発表」ではなく
「社会における活動」欄に入力してください。

新聞・一般の週刊誌・企業誌などの記事、ブログ、ホームページの記事
取材、インタビュー、対談、テレビ、ラジオ、研修会、E-ラーニング講師
雑誌エディター・レフェリー、座長、大会長など

◆ 電子版のみの論文でページ付けがない
DOI (Digital Object Identigier) のみでページ付けのない
論文はページ欄にもDOI を入力してください。

こんな時は

データの公開

◆ 雑誌刊行前に論文の電子版が公開された
巻号ページが確定した段階で登録してください。

◆ 医中誌Webを検索し、登録しようとしたら文献番号が「Pｒｅ医中誌」
である

医中誌の文献番号は、論文発行直後は「Pre医中誌」のIDがつけれられており、
すべてのデータが整備された後に正式な番号へと変わります。

正式な文献番号が付与されてから登録するか、登録後、文献番号を修正してく
ださい。
文献番号で検索できない場合は、論文の表題などで検索して登録して下さい。
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業績データベースQ&Aもご覧ください
https://gyoseki.twmu.ac.jp/twmap/doc/researchdb.html

◆ Excelファイルのリストから業績を一括登録したい。
講座用IDには一括登録する機能がありません。
※個人用IDには外部データベースからダウンロードしたファイルを
一括登録する機能があります


